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商標について 

⚫ UiPath のソフトウェア、製品、サービス、(これには、UiPath Orchestrator、 UiPath Robot、 UiPath Studio

が含まれますが、これらに限りません) はアメリカ合衆国で登録された UiPath Inc.、 および 他の国・地域で登録さ

れた UiPath の関係会社の商標または登録商標です。 UiPath のロゴは UiPath Inc., が所有するものであり、

UiPath の事前の明示的な許可なく、お客様及びその他の方が使用することはできません。 

⚫ Microsoft のソフトウェア、製品、サービス (これには、 Microsoft、 Windows、 Windows Server、 SQL 

Server 及び Active Directory が含まれますが、これらに限りません) は アメリカ合衆国で登録された Microsoft 

Corporation 及び他の国・地域で登録されたその関係会社の商標または登録商標です。 

⚫ Oracle のソフトウェア、製品、サービス (これには、 Java も含まれますがこれに限りません) は アメリカ合衆国で登

録された Oracle 及びその他の国・地域で登録された関係会社の商標または登録商標です。 

⚫ Elastic は、 Elastic N.V. 及びその関係会社の商標または登録商標です。 

⚫ Redis は、 Redis Labs Ltd の商標です。 

⚫ その他、記載されている製品名、会社名およびサービス名はそれぞれの各社の商標または登録商標です。 

 

免責事項 

⚫ 本ガイドの内容は 2020 年 9 月現在の情報であり、下記の製品リリースに基づいております。 

➢ UiPath Orchestrator v2019.10 

 

⚫ 製品の新しいリリース、修正プログラムなどによって、本ガイドの説明と異なる動作・仕様となる可能性がありますので、

予めご留意ください。 

⚫ 本ガイドに含まれる情報は可能な限り正確を期しておりますが、 UiPath 株式会社の正式なドキュメントではありませ

ん。本ガイドに記載された内容に関して UiPath 株式会社は何ら保証していません。従って、本ガイドに含まれる情

報の利用はお客様の責任においてなされるものであり、UiPath はガイドの内容によって受けたいかなる被害に関して一

切の補償をするものではございません。 

⚫ 本ガイドは UiPath を法的に拘束する書類ではありません。UiPath はお客様に通知なくして、本ガイドの内容の一部

または全部を修正及びアップデートできます。 

⚫ お客様は UiPath および執筆者の書面の承諾なしで本ガイドを複製、修正、頒布できません。 
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0. 前提 

事前に Microsoft Azure のアカウント作成及びサブスクリプションの設定が有効化されている事を前提とします。 

本手順は UiPath から提供される Azure one 用スクリプトを利用して各 Azure リソースをプロビジョニングする手順となります。 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/orchestrator-prerequisites-for-installation 

環境構築作業者は UiPath Orchestrator の知見に加え、Microsoft Azure の知見を有している事が望ましいです。 

また、事前に Azure リソースグループをご準備ください。 

 

 

1. 構成 

本ソリューションの構成は下記を想定 

 

 

 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/orchestrator-prerequisites-for-installation
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2. Azure 利用サービス一覧 

本ソリューションにおける Azure 利用サービス一覧 

 Azure サービス マネージド/ 

アンマネージド 

SKU / サイズ / プラン 備考 

Orchestrator AppService アンマネージド P1V2 - 

Database SQL Server / SQL database マネージド DTU Premium P1 (125) - 

Storage StorageAccount マネージド Standard/Hot - 

AzureFileSync (2018.4 のみ) マネージド ファイル共有 64GB - 
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3. リソース作成 

① リソースグループを作成します。 

 

 

② AppServiceを作成しておきます。 

 

Application insightsを有効にする 
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③ SQL database(SQL サーバ)を作成しておきます 

 

 

 

データベース名：UiPath 

サーバー：新規で作成 
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接続方法：ここではパブリックエンドポイントを選択 
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照合順序は “Latin1_General_CI_AS” を選択 
 

DB作成後、App Service側の接続文字列の設定を行う。 

“種類”は” SQLServer ” にする。 

 

“Server=tcp:stckuipath.database.windows.net,1433;Initial Catalog=UiPath;Persist Security Info=False;User 

ID=uipathdbuser;Password={password};MultipleActiveResultSets=False;Encrypt=True;TrustServerCertificate=Tru

e;Connection Timeout=30” 
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④ Storageアカウントを作成しておきます。(nugetを保存するための場所) 
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データ保護 

 

 

セキュリティ設定を有効にします。 
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⑤ OCインストール 

パッケージを入手し所定の場所に配置 ( UiPath.Orchestrator.Web.zip  ) 
 

VM(Bastion)を新規で構築し、RDP経由で OCをインストールしていきます。 

※① WebDeployが入っていない場合は別途インストールする。 
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=43717 

 

※② “azureAccountPassword”を生成しておきます。 

下記を参考にアプリケーションを登録して、サービスプリンシパルを作成する。 
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/develop/howto-create-service-principal-

portal#register-an-application-with-azure-ad-and-create-a-service-principal 

-azureAccountPasswordは AAD -> アプリ登録 -> 証明書とシークレット内の “クライアントシークレッ

ト” 
 

※③ subscription内の IAMでロールを許可設定しておく。 
 

※④ インストールスクリプト用のパラメータに関する情報は下記を参照ください。 
https://docs.uipath.com/orchestrator/lang-ja/v2019/docs/publish-orchestrator-ps1-parameters 

以下インストール例： 
https://docs.uipath.com/orchestrator/lang-ja/v2019/docs/publish-orchestrator-ps1-parameters#single-node-

installation 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=43717
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/develop/howto-create-service-principal-portal#register-an-application-with-azure-ad-and-create-a-service-principal
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/develop/howto-create-service-principal-portal#register-an-application-with-azure-ad-and-create-a-service-principal
https://docs.uipath.com/orchestrator/lang-ja/v2019/docs/publish-orchestrator-ps1-parameters
https://docs.uipath.com/orchestrator/lang-ja/v2019/docs/publish-orchestrator-ps1-parameters#single-node-installation
https://docs.uipath.com/orchestrator/lang-ja/v2019/docs/publish-orchestrator-ps1-parameters#single-node-installation
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.¥Publish-Orchestrator.ps1 ` 

-action "Deploy" ` 

-unattended ` 

-package "C:¥UiPathOrchestrator¥UiPath.Orchestrator.Web.zip" ` 

-stopApplicationBeforePublish ` 

-azureSubscriptionId "xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx" ` 

-azureAccountTenantId "xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx" ` 

-azureAccountApplicationId " xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx" ` 

-azureAccountPassword "{PASSWORD}" ` 

-resourceGroupName "AzureOne201910" ` 

-appServiceName "azureone01" ` 

-hostAdminPassword "{hostadminPASSWORD}" ` 

-defaultTenantAdminPassword "{defaulttenantPASSWORD}" ` 

-nugetRepositoryType "Composite" ` 

-storageType "Azure" ` 

-storageLocation 

"DefaultEndpointsProtocol=https;AccountName=stackuipathsa;AccountKey=XXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX==;EndpointSuffix=c

ore.windows.net" ` 

-verbose 
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Orchestratorにログイン 
https://[appserviceendpoint] 

 

 

 

https://[appserviceendpoint/
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Orchestrator が表示されている事を確認。 
 

以上 
 


